






のカウラ (Cowra) (地図１) に収容さ
れていた日本兵の捕虜1104名 (POW /






賛否を問う投票を行い, ナイフやフォークを手に, 名誉のための ｢死の大脱走｣ を試みたと
いう衝撃的なストーリーは, オーストラリアのみならず (Apthorpe 2008, Bullard 2006,
Clarke 1965, Gordon 1978 など), 近年のドラマ化により日本においても知られる史実と




本人 (1141人) のみならず, オランダ領インド諸島 (現インドネシア), ニューカレドニア,
ニューヘブリデス諸島 (現バヌアツ) などから ｢日本人や日系人｣1) (3160人) が, 敵性外国
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1) 永田 (2002, p. 14) によると ｢その中には約六〇〇人の台湾人が ｢日本人｣ として含まれていた｡













人として, タツラ (Tatura), ヘイ (Hay), ラブデー (Loveday) の強制収容所 (地図１)
に送られたことは, オーストラリアにおいても日本においても, あまり知られていない｡ こ
れは, 同時期, 英国のマン島に ｢敵性外国人｣ として強制収容された日本人が忘れられてい
る状況と酷似している (金本 2016)｡ 移民としての日本人・日系人のストーリーを歴史的
アーカイブとして積極的に記録することにより国のヒストリーに紡ごうとしてきたアメリカ
やブラジルの日本人・日系人2)とは, かなり趣を異にしている｡
この研究は, オーストラリアからも日本からも ｢知られざる｣ 日本人・日系人の歴史の１
コマを埋める作業を試みるものである｡ タツラ灌漑用水・戦時強制収容所博物館 (Tatura
Irrigation & Wartime Camps Museum) が所有する ｢タツラにおける第２次世界大戦時強制
収容所コレクション (Tatura World War II Wartime Camps Collection)｣ に残されていた一冊
の私家版の本3) ( James Sullivan (2006) “Beyond all hate : A wartime story of a Japanese intern-
ment camp19411946 : No 4 Internment camp, Zeglin Road, Rushworth Victoria, Australia”) の
記録から, オーストリア人の目に映った日本人・日系人に考察を与える｡ まずは, 本稿にお
いては, オーストラリアの強制収容政策におけるタツラ収容所とその看守であったジェーム
ズ・サリバン氏 (出版時は少佐) に関しての考察を進め, 次号において, タツラ収容所の日
本人・日系人たちの生活を明らかにする｡
２ オーストラリアにおける日本人移民の歴史
オーストラリア連邦が1901年 (明治34年) に成立した時には, オーストラリアにはすでに
3602人の日本人がいた｡ この多数が, 木曜島, ダーウィン, ブルームで真珠貝採取に携わる
者たちか, クイーンズランドで働くサトウキビ契約労働者であった (永田 2002)｡ 和歌山
県, 広島県, 山口県, 熊本県の農漁村の出身者が多く, 北米 (ハワイ, アメリカやカナダな
ど) や南米 (ブラジル, ペルー, アルゼンチンなど) の日本人移民たちの動向と同じで, 一
獲千金を夢見て故郷へ錦を飾ろうとするデカセギ労働者であった (金本 2009)｡ しかしな
がら, オーストラリアの白豪主義政策によって, 1901年以降からは, 理由のいかんにかかわ
らず, 日本人移民の永住は認められなくなった｡ 北米・南米でみられた ｢呼び寄せ｣ ｢写真





朝鮮人も ｢日本人｣ として捕らえられていたが, 彼らは日本名を使っていたため, その数は判明して
いない (当時, 台湾, 朝鮮は日本の植民地だった)｡｣
2) 例えば, アメリカのロサンゼルスにある Japanese American National Museum (全米日系人博物館)
やブラジルのサンパウロにある Museu 	da 
	Japonesa no Brasil (ブラジル日本移民
史料館) などがある｡
3) 私家版として50部しか印刷されておらず, 現在は絶版となっており, 入手が困難な状況にある｡




1935年 (昭和10年) の資料によると, オセアニア地区に居住する日本人は, 3072人で, オー





たもので, ｢敵性外国人の一斉拘束は必要ない｣ というものであった (永田 2002)｡ これは,
戦場がヨーロッパであったことから国内に危機感が薄かったことや, 英国同様に収容人数を
抑えて経費を最小限に抑制しようする政府の意図が働いたことに起因すると推察されている｡
しかし, 日露戦争後, 南進政策をとろうとする日本に対しての警戒心が強くなり, ｢日本人｣
はオーストラリアの国防を脅かす存在と認識されるようになり, 敵性外国人として強制収容
されることになる｡ 永田 (2002, p 53) および Sullivan (2006, p. 28) によると, オーストラ
リア政府は, 日本人は祖国愛が強いこと, ｢白豪主義｣ のオーストラリアに同化していない
こと, 日本人を強制収容しなければ国民からの批判は免れないこと，などの理由から, 日本
との開戦前に強制収容政策に以下の５項目の方針を立てた｡ (日本語は永田の分類によるも
ので, 英語は Sullivan の分類に相当する項目と照合した｡)
(１) オーストラリア国内および委任当時領内の日本人で, 外交及び領事特権を持つ者を
除く16歳以上の者すべてを強制収容すること｡
・All Japanese male over the age of 16 years were to be interned.
(２) 日本人女性は国外退去になるまで, 全員強制収容すること｡
・Women would be transferred out of the country.
(３) 安全保障上拘留が必要とされる者を除き, 日本との間に抑留者交換交渉を持つこと｡








・There would be separate accommodations for internees between the age 16 years and
19 years.
・There would be separate accommodations for internees over 65 years.
・There would be separate accommodations for women whose male relatives have been
interned.
日本との開戦後, この方針に基づき, 1941年12月８日, 日本軍が英国の植民地だったマレー
半島と米国領ハワイ真珠湾への攻撃を開始後, オーストラリアおよびその統治領にいた日本














右の配置図は，Sullivan (2006), p. 47 より抜粋)
第 3・4 キャンプはラッシュワースに建設された｡ それぞれのキャンプの収容人数は約1,000
人で, 第 1・2 キャンプには主にドイツ人とイタリア人の独身男性が, 第３キャンプには主
にドイツ人家族が, そして第４キャンプには日本人家族が収容された (Knee 2013, Tatura
Irrigation and Wartime Camps Museum 2017)｡
第４キャンプが建設された土地は緩やかな傾斜のある平原で, 三方に見張り用の塔 (図２)
が立てられ, 全体を監視できるような地形にあった｡ 収容所内の構図は, 図１のようになっ
ていた｡ 外周に鉄条網が張り巡らされており, 敷地内を横切る大通りが十字に整備され, Ａ・
Ｂ・Ｃ・Ｄの４つのセクションに仕切られていた｡ それぞれのセクションには, 住居棟, 浴
室等, トイレ等 (男女別), 食堂, キッチン, レクリエーション・ルーム, 学校, テニスコー





























上も経ってから, “Beyond all hate : A wartime story of
a Japanese internment camp19411946 : No 4 Internment






















……That afternoon I was told I had been posted to an internment camp. My reaction? I
asked, “What is that?” I had not heard of such a unit. “What are its duties? What does it










……Arriving late that night at No 1 Camp, the orderly officer gave a lengthy run down of
what life was all about there. It was an internment camp full of German men － spies,
Nazis. You name them, they were there. “What have I done to deserve this?” I wondered.
There were no young officers. All present appeared to be reserve officers (called to mili-
tary duty again) from World War I with rows of ribbons (me with none) and all were very
nice and sympathetic to me. In those quiet moments of internment camp life, I asked













…… My sergeant, an ex-WWI soldier and a wild Irishman who literally hated Germans,
went to the gate. He reported back that there was trouble in the kitchen. I should go and
find out what the noise was about. The sergeant and I entered the compound with a guard
escort. There was trouble alright… a person who was a very difficult man to get along with
at the best of times was yelling as I entered the kitchen. Seeing me, he threatened me
with a knife and, being new to the game, I thought what do I do? “Life or death!” I yelled
quickly, loudly and clearly with my revolver pointing in his direction. “Drop it or I will




と軍曹は, 護衛を引き連れて収容所内に入っていった｡ 私が食堂に入った時, いつも
みんなとうまくやれない気難しい男性が叫び声を発していた｡ 私を見るなり, 彼はナ
イフを持って私を脅してきた｡ そして, このような勝負になれない新参者の私は,




なる｡ しかしながら, 第４キャンプの任務は, 彼にとって, それほど魅力的なものではなかっ
た｡
【日本人収容所】
……Because of my health, I was later posted to Camp 4, a Japanese family camp. Another
new assignment! I was not impressed. There was still an element of bitterness in me. I
said to myself,“There is no progress in hate, only failures complain of the lack of oppor-
tunity…… (Sullivan 2006, p. 7)
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｢……病気なので, 後に私は日本人の家族が収容されている第４キャンプの任につく
ことになった｡ 新しい任務である｡ しかし, それは私に何の感銘ももたらさなかった｡






……I came to understand many of these people (internees), their children and their fami-
lies. Most were interned not for any subversive activities, but because of their nationality.
Some were half-caste Japanese, Indonesian, Chinese, Australian and Aboriginal. The
majority had not been to Japan ; some were Australian citizens and were bitter against
Australian and Dutch authorities for their internment. They also realize that they were
lucky to be interned in Australia…… (Sullivan 2006, p. 8)
｢……私は収容者たちとその子供たちや家族が, どのような人々であるかを理解する
ようになった｡ 彼の大多数は, 彼らの破壊的行動によってではなく, 彼らの国籍によっ








……Camp 4 was not a prison camp, it was an internment camp. These internees had not
broken any laws. Some, though no fault of their own, was born of a nationality whose gov-
ernment chose a road of devastation and destruction for its nation－ they were its victims
…… It has been said Camp 4 was unique the only one of its kind in the world. Whether
this is correct or not, it certainly was unusual in the pervasive atmosphere of calm and
practical, imaginative co-operation that developed. I am proud I was one who served in
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５ ま と め
筆者がタツラ収容所の日本人のことを知ったのは, 日本人 POWを収容していたカウラ捕
虜収容所跡を訪問した時のことである｡ その後, 日程の調節をして, 日帰りでタツラを訪問
した日のことを鮮明に覚えている｡ メルボルンから内陸部に向かう電車から見える風景は,
乾いた平たんな草原ばかりで, オーストラリアの沿岸部のさわやかさはどこにもなかった｡







本論文は, 2015年度桃山学院大学特定個人研究費の助成によるものである｡ また, 第２次世界大戦中
の日本人に関する多くの資料を提供してくださった, タツラ灌漑用水・戦時強制収容所博物館 (Tatura
Irrigation & Wartime Camps Museum) の Arthur Knee 氏と Lurline Knee 氏に心から感謝申し上げる｡
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Unknown Enemy Aliens :
Japanese Civilian Internees in the Tatura Internment Camp
Observed by an Australian Warder
TOYAMA (KANAMOTO) Itsuko
After the Pacific War broke out, Japanese civilians, not only in Australia but also in the Dutch
East Indies, New Caledonia, and the New Hebrides, were evacuated and sent to internment
camps (Tatura, Hay, and Loveday) in Australia. Interestingly, this tragic historical fact has
remained unknown to both Australians and Japanese due to their invisibility in the societies as a
result of the silence of the Japanese internees.
Fortunately, the author found a book on the Japanese civilian internees in the “World War II
Wartime Camps Collection,” which was written by an Australian warder at the Tatura Camp.
This paper explores the experiences of the Japanese civilian internees at the Tatura Camp from
an Australian warder’s perspective. Discussion will be made, in the first part, on the history of
Japanese migration to Australia, the plans of the internment camps, and the individual history of
the Australian warder, and in the second part, on the lives of the Japanese internees.
